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1
　『クノック』1) の初演が 1923 年 12 月 15 日。それからちょうど 26 年後の 1949 年
12 月 15 日、ジュール・ロマンは『クノック博士の奥義・断章』2)（以下『奥義・断章』
と略すことがある）という一風変わったエッセーを出した。書誌のほとんどには記
載されていないが、初版は 2500 部限定で、もっぱら医師団および薬剤師団のため
に書かれたものだと巻末に断り書きがしてある。これは『クノック』が当初から金
儲け主義の医師たち、彼らと結託して甘い汁を吸う薬剤師たちに対する風刺だと一
般に解釈されてきたことを踏まえた断り書きなのか。「クノックのような医者がい
るはずがない。医学に対する冒涜だ。こんな芝居を上演するのは怪しからん」と、
この作品の上演そのものに反発した医者もいれば、多少は胸の痛みを感じた医者も
いただろう。あるいは、これからクノックの真似をしてみようと密かに考えた医者
や医者の卵がいたかもしれない。それらすべての人々への、これは、医者としての
成功の秘訣を耳打ちするような断り書きなのだろうか。
　たしかに、『クノック』を悪徳医者の風刺劇と見ることはできる。というより、
むしろそう見るのが自然かもしれない。無料診察という天才的な発想によって村人
たちを待合室にあふれさせる。「健康な人間は自覚のない病人である」という「確
固たる理論」のもとに、訪れた村人たちを言葉巧みに病人化する。人を見て、時にじっ
1)　Jules Romains : Knock （Gallimard, 1924）
2)　Jules Romains : Docteur Knock: Fragments de la Doctrine secrète （Manuel Bruker, 1949）
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くりと相手の話に耳を傾け、重篤の病気であることを自覚させたうえで、その病気
を維持するために（つまり、いつまでもクノックのお得意さんでいるために）どれ
だけの出費が可能か、その経済状況を探り出す。新任の医者をからかいに来た健康
自慢の二人組には、肉体への暴力的検査を施したあげく、もはや手遅れだと断定し、
医者の権威と医学の恐ろしさを見せつける。現在でもクノックは悪徳医者の代名詞
となっている。
　だが、騙されてはいけない。ジュール・ロマンという作家はクノックに劣らずし
たたかである。拙稿『クノックの戦略』3) において、わたしは『クノック』という作
品に関する、医者や医学への風刺という、もっともらしい、しかし一面的で単純す
ぎる解釈に疑問を提起した。そしてテキストの読解と分析をとおして、実は『クノッ
ク』には、「医者や医学への風刺」という一見明らかな、しかし表向きの絵のなか
に隠された二つの隠し絵があることを指摘した。
　一つは、戦争とともに進歩する科学技術への危惧である。博士を詐称するクノッ
クは、医学を科学の地位に高めた生理学者クロード・ベルナールに自らをなぞらえ、
科学的医療など未だ浸透していない山村で、「近代的・科学的」診断に基づく「近代的・
科学的」治療を施すのである。自覚症状が「こそばゆい」のか「くすぐったい」のか、
年齢が「51 に近いのか 52 に近いのか」など、ひたすら科学的厳密さを求め、フロ
イト流の無意識的記憶を利用した診断、放射能による治療法、等々、クノックの治
療法はまさしく近代科学技術のパロディーである。『クノック』は単なる医学への
風刺を超え、進化し続ける科学技術という新しくも恐ろしい神の出現への警鐘なの
だ。これは第二次大戦中、ジュール・ロマンが亡命先で「人間と制度の進歩に比し
て技術の進歩が著しく加速されたことが悲劇の要因である」4)と書いたことと繋がる
ものでもある。
　二つめは、「第一次世界大戦」の理不尽な不当さを訴え、やがて「第二次世界大
3)　拙稿『クノックの戦略（上）』（「言語と文化」第２号　関西学院大学　1999）
　　同『クノックの戦略（中）』（「言語と文化」第３号　関西学院大学　2000）
　　同『クノックの戦略（下）』（「言語と文化」第５号　関西学院大学　2002）
4)　Jules Romains : Le Problème numéro un, pp.89-107 （Plon, 1947）
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戦」と呼ばれることになる戦争を阻止することに作家としての存在意義を見いだし
たジュール・ロマンからのメッセージである。彼は第一次世界大戦を当初からヨー
ロッパ内の無意味な内乱とみなし、前線から送られた親友シャルル・ヴィルドゥラッ
クの絶縁状とも言える罵倒に満ちた手紙5) にも沈黙を守り、病気を理由に（事実、
慢性腸炎を患っていた）6)前線には赴かず出征兵士の家族に手当てを支給するという
非戦闘任務に就き続けた。
　クノックは、『ドノゴー・トンカ』（1919）7) の主人公ラマンダンの、より洗練さ
れた後継者である。人口の都市集中や教会の機能低下などにより共同体意識が希薄
化してゆくなかで孤立を深める人々を、国家という名のもとに再国民化し、強力な
暴力装置ともなりうる国民国家の求心力として戦争へと駆り立てる詐欺師的・カリ
スマ的独裁者のカリカテュールである。クノックに洗脳され、その忠実な取り巻き
となる連中、クノックによって「国民である」という生き甲斐を与えられ、喜々と
して独裁者を絶対化する人々。こうした人間たちすべてを腹の底から笑いとばすこ
と、これが『クノック』を書いた作家の本来の意図であるとわたしは思う。
2
　周知のとおり、『クノック』はルイ・ジューヴェの演出並びに演技によって初演
以来 25 年間のロングランを記録した。ジュール・ロマンは、自ら創り出した人物
クノックと、その初演以来ずっと親交が続いていると『奥義・断章』の冒頭で打ち
明けている。またもやジュール・ロマン的＝クノック的韜晦（mystification）が
始まるのだろうか。
　『クノック』を書いたのが第一次世界大戦終戦（1918）の５年後、『クノック博
士の奥義・断章』は第二次世界大戦が終結しパリが解放された（1944）の５年後
5)　Olivier Rony : Jules Romains ou l’appel au monde, p.216 （Robert Laffont, 1993）
6)　ibid., p.214
7)　Jules Romains : Donogoo-Tonka ou les miracles de la science （Gallimard, 1920）
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に出されている。この偶然にとらわれるつもりはないが、いずれも悲惨きわまりな
い戦争の終結から５年後にジュール・ロマンが、戯曲とエッセーという表現手段の
違いはあれ、クノックという虚構の人物に仮託して何ごとかを表明しようとしたこ
とはたいへん興味深い。
　前述のとおり、わたしは『クノック』という作品に、人間の手に余るほどに進歩
を続ける科学技術への危惧と、人々を戦争へと駆り立てる国民国家のカリスマ的独
裁者の登場への警鐘という二つの隠し絵を見いだした。それは第一次世界大戦への
ジュール・ロマンなりの批判的反省であるとともに、終戦後もヨーロッパにくすぶ
り続ける戦火の余燼のなかで、これはもはや二度とあってはならないものとして、
いわば作家生命を賭して観客に訴えたメッセージだった。ところが、まことに不思
議なことながら、『クノック』は金儲け主義のインチキ医者に対する風刺としか理
解されてこなかったふしがある。ロシアから亡命した演出家ジョルジュ・ピトエフ
がルイ・ジューヴェから台本を奪い取るように借りて読んだのち、ジューヴェに「こ
れ以上の悲劇はない。おまえには無理だ、俺にやらせろ」と言ったそうだ8)。しかし、
その悲劇性を逆手にとって、悲劇を生み出す人間たちの可笑しさを笑い飛ばすこと
が『クノック』の喜劇性を根底から支えているという事実をジューヴェもピトエフ
も、そして当時の医者たちや観客たちも十分には理解していなかったのではないだ
ろうか。
　『奥義・断章』は、いわば「その後のクノック」として、大成功をおさめた医者
でもあるカリスマ的独裁者が、第二次世界大戦後に何を考えているかをジュール・
ロマンにだけ断片的に打ち明けたという設定のエッセーである。わたしが『クノッ
ク』に見いだした二つの隠し絵が、その後どうなっているのかを以下に検証してみ
たい。
8)　Louis Jouvet : Témoignages sur le théâtre, p.106 （Flammarion, 1952）
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3
　クノックが太鼓（広告屋）に無料診察の触れを依頼する場面を思い出そう。新任
の医者が無料診察などという前代未聞の慈善的施しを、しかも市の日で一番人の集
まる月曜日に行うと知ってびっくり仰天する。クノックは太鼓に言う、「君にはわ
かるだろうが、わたしの何よりの願いはだね、皆が健康に気をつけるということな
んだよ。金を稼ぎたいのなら、パリかニューヨークに住みついてるよ」9)。
　さて、フランスの山村サン・モーリスに医学を浸透させ、巨万の富を得たであ
ろうクノックは、今や世界的名声を誇る５つの施設のトップである。その一つが、
ニューヨークの近くにあるホワイト・ハウス（白亜の殿堂）ならぬホワイト・プレ
インズ（白亜の平原）研究所という壮麗な施設なのだ。ジュール・ロマンによれば
クノックは昔と少しも変わらず、かつて薬剤師のムスケをたちどころに心酔させた、
あの気取りのないざっくばらんな人柄そのままである。ただ感心するのは思考の若
さである。自らの成功に満足することなく、というより己の成功などには目もくれ
ず、多くの研究所や病院その他の施設のトップとして想像を絶する多忙な業務に追
われながらも、その好奇心と創意工夫は一向に衰えることがない。もっとも、「健
康な人間は自覚のない病人である」という彼の基本的な「理論」はいささかも変わっ
ていない。つまり、健康な人間など存在しない、自らの病気を自覚していないだけ
のことで、クノック博士のような偉大な医師の診断を受ければ、たちまち自分が何
らかの病気であり、回復には相当の期間（というよりほとんど一生）と、その人の
所得に応じた医療費がかかることを納得し、喜んで自らの病気を引き受けるのであ
る。
　わたしは『クノックの戦略』において、「健康な人間とは国家（権力）から自由
な人間」であり、「病人とは国民国家の一員であることを自覚し、したがって国家
に事あるときは自らを喜んで犠牲にする人間」であると解釈した。「医学」とは「国
家」そのものである。「患者の利益より医者の利益を優先しているのでは？」との
9)　Knock, p.64
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パルパレのおずおずとした問いに、クノックは断固たる口調で「患者や医者の利益
よりもっと上の利益がある。それは医学の利益だ」と答える。医学の利益に奉仕す
るクノックという存在は、まさに国民国家の指導者なのである。
　『クノック』は、国家を第一次世界大戦に導いた指導者たちへの、そして彼らに唯々
諾々と従った国民たちへの可笑しくも痛烈な批判である。と同時に、やがて登場す
ることになる独裁者たちをあらかじめ笑い飛ばそうとするものであった。
　第二次世界大戦後も、クノックは存在している。それどころか、ますます勢力を
拡張し、古臭い独裁者など及びもつかないような斬新奇抜な考えを温めている。『奥
義・断章』のクノックは相変わらず医学に奉仕する医者としての立場を保ちながら
も、新たな独裁者を目指しているようだ。
　かつてのクノックには少々強引なところがなかっただろうか。とりわけ太鼓と二
人組、そして借金を取り立てに来た前任者パルパレへの診断はいかにもそうだ。し
かし、多様なクノック的手法を端的に示す典型的な例ではある。便秘の婦人、不眠
に悩む婦人への診断は決して強引とは言えず、現代のインフォームド・コンセント
を先取りするような手法を用いながら、経済状態を言葉巧みに聞き出す例として欠
かせない場面である。クノックの強引な性格は、むしろ、第三幕第六場でのパルパ
レとの対話のなかで明かされる。 たとえば次のような台詞である。
　 　 　
 「あの、どっちつかずの、あなたが元気者と呼ばれる人間ほど苛立たしいものはあ
りません」10)
 「わたしが嫌いなのは、健康というやつが挑発的なそぶりをみせることなんです。（中
略）我々も目をつぶる場合はあります。ご壮健の仮面を被らせてやっている人も何
人かいます。しかし、やがて連中が我々の前でそっくり返って歩いたり、我々を馬
鹿にするようなことがあったりすると、わたしは腹を立てます。ここではラファレ
ンスさんがそうでした」11)
10)　ibid., pp.150-151
11)　ibid., pp.151-152
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そして、あの長い台詞に見られる、すべてを支配せずには気が済まない性格は独裁
者の強引さに通ずるものである。
　しかしながら、「その後の」クノックは、その大成功による余裕もあってか、ま
た自らの理論の正当性にすっかり自信を深めて人間的にも成長したせいか、昔の強
引さは影をひそめているようにみえる。
　ホワイト・プレインズのクノックは、ジュール・ロマンに「病気を選ぶ」ことが
大切だと力説する。その病気も、それで死ぬことがないような、患者の意向に沿っ
た（仕事や生活の妨げにならない）ものを慎重に選ぶ必要があると言う。クノック
を知らない医者たちにとっては訳の分からない主張だが、おそらく彼の意図はこう
であろう。自分が健康だと勘違いしている人間などもはや存在しない。したがって、
かつてのように強引に病気を引き出す必要もない。第二次世界大戦を経て、人々は
自らが国民であることを嫌というほど思い知らされている。昔クノックが身をもっ
て予言したような、カリスマ的独裁者の成功と挫折も知った。旧ソ連の実情は「鉄
のカーテン」に隠されていたが、資本主義と社会主義の対立構造（いわゆる冷戦）
は、勝者であれ敗者であれ、国民が国家を離れて存在し得ないことを一層明確にし
た。であれば「健康な人間は自覚のない病人だ」というクノックの理論は万人に認
められたことになり、少なくとも自由主義を標榜する国家においては、病人（＝国
民）は、より自由にその病気を選ぶ（＝国民としてのあり方を選ぶ）ことが許され
る、ということであろうか。
　とはいえ、「その後の」クノックは、単なる一国家の独裁などというケチな
考えを捨て、世界支配という大風呂敷を広げるのである。彼の用語によれば 
l’Iatrocratie universelle（医学もしくは医者による世界支配）である。相変わら
ず医学や医者の話ではある。だが、彼自身が断っているように l’Iatrocratie 理論は、
単に医学のみの問題ではなく、世界においてそれに隣接するすべての問題に関わる
ものである。つまり、かつては「医学」が「国家」と同義であったが、いまや「医
学」は「世界」と同義なのである。
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4
　クノックはジュール・ロマンにこう語る。12)
　 　 　
 「おわかりでしょう。ここ数年の出来事によって、わたしはより深い考察とより大
胆な結論に導かれたのです。わたしが人間の性質に関して見誤ったことは一度もあ
りませんが、いまや一層はっきりと見えるのです。人類の漸進的な解放を企てる、
たとえば知識を広め、抑圧の伝統的形態と闘い、政治のメカニズムを改めることで、
自由の機会、自由の実質的な量を増やすことを考えるなど、世間知らずもいいと
ころです。それは、人体内から病的な要素をすっかり排出することによって健康の
全面的支配を打ち立てると主張するのと同様に馬鹿げたことです。（中略）人間は、
規則や掟に対する従順、服従、屈従への死活に関わる絶えざる欲求を抱いているの
です。外から課せられる規律への服従が必要なのです。人間をそういうものから免
れさせようとか、自己の内部に自らの規律を求めさせようなどすれば、最悪の事態
を生む恐れがあります。人間は、解放されるや、前よりもはるかに気難しく残忍な
新たな専制の毒牙に自ら飛び込むでしょう。それが現代という時代の悲劇なのです。
なぜ隷属したがるのか。（中略）とりわけ、内的な空虚への悲壮な恐怖感、意味の
ない人生というおぞましい印象から逃れたいという欲望、また、主体性への恐怖、
責任への先天的嫌悪があるのです。」
 「さらに、屈従はそれが人間の気持ちを、深いところで全面的に捕らえるものでな
ければ値打ちがないし長続きしません。（中略）人間は自らを押しつぶすものを心
から愛したいとの欲求を持っているのです。しかし、何でもいいから自分を全的に
捧げるというわけにもいかないのです。」
 「人類を導くことを担う人々にとって仕事がデリケートなのは、そこなのです。医
者が患者にとって最も適した病気を選ばねばならないのと同様、この、より広大な
分野においても、必要なのは、愛情を込めて受け入れる隷属によって深く人類を支
12)　Docteur Knock: Fragments de la Doctrine secrète, pp.52-56
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配し占領する類のもの、結局、最も優しく人当たりの良い、言ってみれば最も無害
なものであろう。」
　そして、すべての条件を備えた権力のタイプとしてクノックが持ちだすのは、や
はり医学なのである。医学の力こそは最も普遍的であり、誰にとっても受け入れや
すいものだという。都市、国家、世界レベルでの医学支配（l’Iatrocratie）は喫緊
の課題である。現状を放置しておくと、人類はそのエネルギーを新たな破局に向か
わせることになろう。そうなればもう取り返しのつかないことになる。それを抑え
ることのできるのはわたしだけだ、とクノックは言う。新たな破局を起こそうとす
る連中をベッドに横たわらせ、肛門検温に勤しませるのはクノックにとって赤子の
手をひねるようなものだ。各国には議会に代わって、独裁権力を備え、３つの武器
で象徴される大参謀本部を拠り所とする「医学最高評議会」を設ける。その武器と
は「医学、外科学、薬学」である。
　国際的には、無力な O.N.U.（国際連合）に代わって、全能の O.M.U.（Organisation 
Médicale Universelle：世界医学機構）を立ち上げる。
　少々不安になったジュール・ロマンがクノックに尋ねる。13)
　 　 　
 「過去には、あなたは精神的な威光によって、ただ真理の力のみによって振る舞わ
れた。今あなたは本来の意味での力に頼るお積もりだ。かつて説得力によって勝ち
得た魂と心が命令によって勝ち取られることになるのでしょうか。」
　クノックは答えて言う。
　 　 　
 「あなたが命令と呼ばれるものは新しい秩序の端緒でしかない。それを堅固に打ち
立てるのは儀式と実践の力です。パスカルを読み直してごらんなさい。愛されるこ
とのできない専制政治は計算を誤ったからなのです。」
13)　ibid., p.68
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　クノックは、かつて『ドノゴー・トンカ』のラマンダンがそうしたように、人々
にものを考えさせないために儀式を重要視する。人々に医学的精神を浸透させるた
め、医学や薬品にちなんだ祝日や祭をふんだんに設けることを計画している。それ
だけではない。革命的状況の機が熟せば、あるボタンのスイッチを押すのだ。疫病
23514) という名のボタンだ。なぜ 235 なのかとの問いにクノックは「愉快な類推だ、
メタファーだ」と言う。さらにクノックは「高熱を伴うこの疫病は瞬く間に世界中
に広まり、一週間のうちに地球上の人々が床につく。死亡率はゼロだが、人々は世
界の終わりが来たと思うだろう。こうした状況で O.M.U. に権力を集中させるのは
児戯に等しい。」と述べる。
  さて、彼の言うメタファーが何を意味するかは明白である。原爆の原料としての
ウランは、Ｕ 235 の極度に純粋なものが不可欠である。
5
　『クノック博士の奥義・断章』においてジュール・ロマンは何を意図したのだろ
うか。冒頭に述べたが『クノック』は、わたしにとっては不思議なことながら、当
初から医学や悪徳医者への風刺と解釈されてきた。『奥義・断章』のあとがきにみ
られる、まるで著者の内緒話のような断り書きにも、これがもっぱら医者と薬剤師
のために書かれたものだとある。しかし、今度ばかりは誤解のしようがない。「医
学や悪徳医者への風刺」などでないことは隠しようもないであろう。
　ジュール・ロマンは 1940 年６月、夫人とともにニューヨークに亡命した。一作
家の反戦への思いや努力などとはまったく無関係に第二次世界大戦は勃発した。留
守宅はゲシュタポに占拠され、草稿や書簡など多くの文書が持ち去られた。1945
年まで、合衆国やメキシコで著作や講演活動を続け、『善意の人々』全 27 巻のう
ち 19 巻から 24 巻はニューヨークで初版が出されている。この亡命中のジュール・
ロマンについては、いずれ改めて研究するつもりだが、1949 年の『奥義・断章』
14)　ibid., p.72
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は作家の合衆国滞在と密接な関係があることは言うまでもないだろう。クノックを
ニューヨークに移住させ、医学による世界支配を目論ませる。世界支配の手段は、『奥
義・断章』のキーワードと思われる 235、すなわち原子爆弾である。ただ、クノッ
クの世界制覇が世界中の人間をベッドに横たえるだけで、誰も殺さないところをみ
ると、彼の 235 計画はあたかも核抑止力を思わせる。当時そのような考え方があっ
たかどうかわからないが、人間の能力をはるかに超える科学技術の進歩に対する恐
怖、東西両陣営の冷戦時代の幕開け、地球規模の壊滅的な破局をもたらすであろう
第三次世界大戦への不安、それにどう対処すればよいのか。『奥義・断章』を書か
せた作家の脳裏には果たして何があったのか、確かなことは何も言えない。
　ジュール・ロマンは、1955 年、今度は亡命でなく渡米している。「平和と戦争」「科
学技術の進歩の是非」、こうした問題意識をもってアメリカの知識人、芸術家、作家、
科学者など多数のアメリカ人と会談するためである。彼のアメリカでの名声と亡命
中の人脈があってのことであろう。その成果は『この惑星の乗客　我らはどこへ行
くのか』15) という書物になっている。
　この書物の圧巻というか、ジュール・ロマン渡米のおそらくは最大の目的でもあっ
たろう会談は「原爆の父」とも呼ばれるオッペンハイマーとのものである。
　『ニッポニカ』によれば「1941 年ごろより彼はアメリカにおける原子爆弾開発に
関与するようになった。43 ～ 45 年に、ニュー・メキシコ州ロス・アラモスに建て
られた研究所の所長として原爆開発のために多くの科学者を集め、その組織化され
た成果を引き出すうえで並はずれた指導力を発揮し、原爆を世界で最初に完成させ
るという大事業をやり抜いた。第二次世界大戦後ただちにバークレーに戻ったが、
47 年からはプリンストン高級研究所の所長に迎えられ、66 年までその任にあった。
この間、日本の湯川秀樹、朝永振一郎、小平邦彦らのほか、各国から理論物理学者、
数学者を招き、世界でトップの研究センターとしての地位を築いた。（中略）オッ
ペンハイマーは 1949 ～ 50 年における水素爆弾製造の是非をめぐる論争において、
製造計画に反対した。（中略）これが当時アメリカ社会を支配した「赤狩り」のマッ
15)　Jules Romains : Passagers de cette planète, où allons-nous? (Grasset, 1955)
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カーシズム風潮のなかでいわゆる「オッペンハイマー事件」を起こし、彼にスパイ
嫌疑がかけられ、54 年原子力委員会は、彼が機密事項に関与することを許可しな
い決定を行った。（中略）63 年アメリカ政府は彼にフェルミ賞を授与し、反共ヒス
テリック状態でなされた 54 年の決定の非を認め、彼の名誉回復を図ったとされて
いる。」
　「その後のクノック」をオッペンハイマーと重ね合わせたい誘惑にかられそうに
もなるが、それはさておき、ジュール・ロマンが彼を訪ねたのはスパイ嫌疑がかけ
られたきわめて微妙な時期であったといえる。にもかかわらず、同行した夫人とと
もに快く自宅に招待され、オッペンハイマー夫妻から心からの歓迎を受けたようだ。
会談は打ち解けた雰囲気で行われ、ジュール・ロマンが最も尋ねたかったこと、す
なわち「科学技術の進歩の是非」についても率直な意見交換がなされた。16)
　作家が引き出した科学者の話で印象的なものをあげておこう。
　 　 　
 「（科学者を含め）専門家の養成は必要だが、それ以前にしっかりした人間教育が不
可欠である。人間として基本的に身につけておくべき事柄は、専門や技術よりもは
るかに重要である。」
 「（反近代主義＝進歩しすぎた科学技術の利便性を犠牲にしてでも昔の生活に戻ろう
という考え方）に対しては必ずしも賛成できない。むしろ、科学技術の平和的利用、
飢餓や貧困に苦しむ人々のために科学技術が何をなし得るかを考えるべきだ。」
　『ニッポニカ』から再び引用すると、
　 　 　
 「彼は芸術、哲学を愛し、つねに科学と人類の文化の関係に心を砕いた。その魅力
的な人格とたぐいまれな才能に恵まれた人物がたどった劇的で波瀾に富んだ生涯と
核兵器に対する苦悩は、そのまま今日の社会と科学の関係を象徴するものといえ
16)　ibid., pp.183-197
115
加藤：その後のクノック
る。」
　オッペンハイマーとの会談は、おそらく科学者と作家という立場を超えてジュー
ル・ロマンに深い感銘を与えたであろうことは容易に想像される。
　『クノック』と『クノック博士の奥義・断章』、登場する二人のクノックを同列
に論じることはできないが、少なくとも後者を検証することによって、『クノック』
の隠し絵というわたしの仮説は多少とも補強されたのではないだろうか。（おわり）
